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１．はじめに 

2001 年６月に発生した箱根群発地震が終息した後に、大涌谷北側斜面(大涌谷と上湯場との間)で新しい火山噴

気が確認された。発見された当初は、数 10ｍ程度の狭い範囲の噴気であったが、その後、この噴気域は約 500ｍ×50

ｍ程度に拡大していることがわかってきた。その広がりの中には、スポット的な噴気場所がいくつか分布している

こともわかってきた。 

２．噴気域の分布 

今回の調査では、地形的な分布から噴気域をＡからＦまでの６地域に分類した。2001 年群発地震直後の噴気域

はＢとＣのみ、2003 年１月では噴気域はＡとＢ、Ｃに、2005 年現在はＡ～Ｆとなっている。 

噴気域Ａは、大涌谷北側斜面に沿っている。おおよそ４カ所の噴気ポイントがあるようである。 

噴気域Ｂは、ハイキングコース付近に分布している。2003 年１月に調査したときには、ハイキングコースの山

側が主たる噴気域であった。現在は谷側にも噴気域が広がっている。 

噴気域Ｃは、温泉管が埋設されている山道沿いに分布しており、所々で弱い噴気が見られる。なお、噴気域Ｃ

は噴気域Ｂの下流に位置する。 

噴気域Ｄは、噴気域ＢとＣが位置する谷から尾根を一つ越えた隣の谷にある。噴気域の広がりは狭いが、直径

50cm 深さ２m程度の孔からは噴気ガスがでている。噴気域Ｄより上流側では、噴気は認められなかった。 

噴気域Ｅは、噴気域Ｂ・ＣとＤとは、異なる沢沿いに位置する。噴気は弱く、倒木があることからその存在が

判明した。 

 噴気域Ｆは、噴気域Ｂ～Ｄの谷の下流部に位置する。噴気域はおおよそ２カ所ぐらいに分けられる。下流部

の噴気域（Ｆ１）は県道大涌谷小涌谷線から 30ｍ付近の斜面から約 50ｍ奥の堰堤付近の斜面までつながっている。

この噴気域は、噴気域Ｂ～Ｄとは谷底を挟んだ逆斜面に表れている。この堰堤を境として、噴気域（Ｆ２）は、噴

気域Ｂ～Ｄと同じ斜面側に表れて、上流部に続いているようである。 

３．地表温度調査 

 噴気域の地表温度調査を 2005 年１月６日おこなった。当日の天気は雪、気温は３℃であった。温度測定はディ

ジタル温度計でおこない、その深さは約 20cm 程度である。測定地点は繰り返し観測ができるように地点を選んで

おこなった。ただし、測定地点は必ずしも噴気地点とは一致しない。その理由は、倒木や急斜面のため噴気地点に

たどり着けないことや、足を踏み入れると数十 cm もぐるようなところは、その下 50cm ぐらいの温度が約 95℃と

高温であり危険なためである。 

噴気域Ａでは、境界標識(11 カ所)に沿って地表温度測定おこなった。地温 10℃以上となった標識は、No.181 の

４～６(距離 44m)であった。最高温度は、No.181 の５の 57.5℃であるが、付近の噴気孔で直接測定すると、温度

は 95℃を示した。 

噴気域Ａの全長は 66ｍであるが、標識 No.181 の５辺りがもっとも噴気が激しい。この付近では、大涌沢方向へ

の崖崩れや倒木、山道上の地割れ、山道を挟んだ噴気列の２列化などが確認できた。 

 噴気域Ｂでは、ハイキングコース沿いに全長 90ｍ(10m 間隔)で温度測定をおこなった。10 カ所中９カ所で地

温 10℃以上となり、最高温度は 85.8℃であった。山側の噴気域は、2003 年当時から存在し、そのときの測定温度

は 95.6℃であった。2005 年１月の測定でも 95.3℃とほとんど変化はしていない。 

噴気域Ｃでは、温泉管が埋設されている山道沿いに全長 70ｍ(10m 間隔)で温度測定をおこなった。８カ所中４

カ所で地温 10℃以上となり、最高温度は 74.0℃であった。 

噴気域Ｄでは、直径 50cm 深さ２m 程度の蒸気孔と倒木の根本でおこなった。蒸気孔の温度は 95.2℃(蒸気温度)

であった。倒木の根本の地表温度は、72.6℃であった。 

噴気域Ｅでは、明瞭な噴気域は見つけにくいが、倒木付近で地表温度を測定すると、その温度は 93.3℃であっ

た。 

 最下流部の噴気域（Ｆ１）では、県道大涌谷小涌谷線から 30ｍ付近の位置で 90.1℃、噴気域（Ｆ１）の最上

流部付近で 74.5℃を確認した。また、県道から約 50ｍ奥の堰堤付近では、61.3℃であった。噴気域（Ｆ２）は 74.0℃

であったが、倒木や地熱による軟土化のため、地表測定は難しかった。 

４．今後に向けて 

今後は、これらのスポット状噴気域に対し①～③の調査を続ける予定である。 

①噴気地域の測量と地表温度調査を続ける。 



②温度データロガによる多点連続同時観測を続ける 

③噴気ガスに対し、硫化水素、二酸化硫黄（亜硫酸ガス）、炭酸ガスの化学的な調査を行う。 

 


